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論文題目

Job-related stress in psychiatric nurses in Japan caring for elderly patients with dementia 
(精神科認知症治療病棟における看護師の職業性ストレス)

患者数が増加傾向にある認知症については、 Behavioraland Psychological Symptoms of DemenUa (BPSD) 
および身体症状をもっ患者が入院する精神科認知症治療病棟が設置されているが、俳佃や介護抵抗、相到リ

ス夕、身体疾患の併存、日常生活動作支援といった多様な理由から看護業務の負担は大きい。精神科認知症

治療病棟看護師 (PDNs)カ鴻豆験する職業性ストレスの低減は急務となっているが、それを直接調査した研究
報告はない。今回の研究ではPDNsの職業性ストレスの特異性と構造を確認し、精神科認知症病棟のメンタル
ヘルスケアについての基礎的知見を得ること目的とした。

予備調査では、関連研究のレヒ、ユーを行い、 「精神科看護の能力」・「患者の態度」・「看護葛藤」・「コ

ミュニケーション」という 4因子、計22の評価項目から構成されるpsychiatricnurse job stress scale 
(PNJSS)という尺度を開発した。 PNJSSの信頼性と妥当性は、 385名の精神科看護師を対象とした質問紙調
査をとおして縮十学的に検証された。本調査では、上記の対象者を精神科認知症病棟看護師 (PDNs)群とそ

の他の精神科看護師COPNs )群の二つに分け、認知症看護におけるストレス因子をPNJSS、jobstressor scal e 
(JSS)およびstressreaction scale (SRS)という三F重類の尺度を用いて測定し、統計学的検定による比較を
行った。また、精神科認知症病棟における職業性ストレスの街宣を、共分紛蕎造分析を用いて評価した。

対象者の属性については、年齢、性別i、他科の車豆験、精神科高玉験年数において両群聞に有意差があった。

それらを共変量として共分散分析を行ったところ、 PNJSSの評価項目については群聞に有意差はなかったが、
JSSでは「身体的負担Jと可部易の物理的環境」、 SRSでは「イライラ感」と悶ミ安」の各スコアがPDNs群
において有意に高かった。共先激街宣分析では、ストレス因子である町議場の物理的環境j、 「技術の低活

用」、 「身体的負釦は、それぞれストレス反応である「イライラ感」、 町ミ安」、両者に正の景簿を与え

ることが示された。

PDNsが経験する業務ストレスは他の精神科病棟よりも高いことが示された。 可部暴の物理的環境jについ
ては、とくに患者の大声や不潔行為が重要なストレス因子と考察された。 r:技術の低活用」については、多

くの精神科認知症病伽t精神科単科施設に設置されており、身体疾患への対応の限界がPDNsの不安につなが
ると考察された。精神科認知症治療病棟では、とくに「イライラ感」と「不安」などのストレス反応、 「身

体的負勘への対策が今後必要であり、業務ストレスのイ蹴はPDNsのメンタルヘルス上の急務である。また、
1蹴易環境、技術の低活用、身体的負担といったストレス因子については、その内容をより具体的に解明して

いく必要がある。

審査では、身体的負担の具体的内容、患者の背景因子が業務ストレスに与える影響、認知症以外の精神科

病棟看護師を対象群とする合理性、研究対象者の普遍性と代表性、患者の大声をストレス因子として解釈す

ることの根拠、効果的に活用されない看護訪支術の内容、精神科看護師と一般病棟看護師の職業性ストレスの

相違、それに基づく研究仮説の内容、質問項目カ笥樹暴環境のストレス因子を正確に示すかどうか、 PNJSSで
は群間に有意差が生じなかった理由、無効回答が多~\理由とその対応など、多くの観的、ら欝走がなされ、

申請者はおおむね適切に回答した。

本研究はこれまで、に解明されていなかった精神科認知症病棟看護師の業務ストレスの構造に関する基礎的

知見を報告しており、それは同職のメンタルヘルスの向上に寄与すると考えられる。学位の授与に値すると

評価された。
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